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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の送信元ノード、複数のクロスコネクトノード（ＸＣ）、および複数の宛先ノード
を含む光ネットワーク内でバイパスを作成する方法であって、
　前記送信元ノードおよび前記宛先ノードの組合せの可能な対ごとにトラフィック需要行
列を構築するステップであって、前記トラフィック需要行列は、前記ノードの各対の間の
端数需要から構築され、前記ノードの前記各対の間の前記各トラフィック需要は、該ノー
ドの該対の間の光リンクのラインレートＲに対して正規化される、構築するステップと、
　前記端数需要を得るために、前記各正規化されたトラフィック需要にｆｌｏｏｒ演算を
適用するステップと、
　前記トラフィック需要行列に基づいて、前記送信元ノードといずれかのＸＣノードとの
間に前記バイパスを作成するための第１のエネルギー削減メトリックを求めるステップと
、
　前記トラフィック需要行列を用いて、いずれかのＸＣノードと前記宛先ノードとの間に
前記バイパスを作成するための第２のエネルギー削減メトリックを求めるステップと、
　前記ＸＣノードのうち、最大エネルギー削減メトリックを有する１つのＸＣノードにお
いて終了するバイパスを作成するステップと、
　を含み、
　前記ステップは、プロセッサで実行される、複数の送信元ノード、複数のクロスコネク
トノード（ＸＣ）、および複数の宛先ノードを含む光ネットワーク内でバイパスを作成す
る方法。
【請求項２】
　前記光ネットワーク内のデータトラフィックは、光データユニットで送信され、前記バ
イパスを通過するデータトラフィックは、波長全体を用いる
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記バイパスから特定のノードまでの間の最小ホップ距離は、前記送信元ノードから前
記宛先ノードまでの最小ホップ距離よりも小さい
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記トラフィック需要行列を更新するステップ、および前記２つの求めるステップを繰
り返すステップ
　をさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　リソースの分割が必要とされるときに、前記バイパスがエネルギーを削減するか否かを
判断するステップと、前記バイパスが前記エネルギーを削減する場合にのみ前記ＸＣノー
ドを置き換えるステップであって、そうでない場合には終了する、置き換えるステップと
　をさらに含む請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記光ネットワークを通る最適なエネルギー効率の良い経路を求めるスパニング木を生
成するステップ
　をさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記送信元ノードは、前記スパニング木のルートによって表され、前記ノードの間のリ
ンクは、前記スパニング木の枝によって表され、前記各リンクに関連付けられた限界イル
ミネーティッドは、前記枝によって接続された前記ノードの対の間の変動するトラフィッ
ク需要に対応する
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記送信元ノードの全ての１ホップの近隣ノードを前記木の異なる枝に、前記限界イル
ミネーティッドの増加する順で追加するステップ
　をさらに含む請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　一般化マルチプロトコルラベルスイッチングにおいて、ネットワーク－ネットワークイ
ンターフェースでエネルギー削減を達成する前記バイパスをアドバタイズするステップ
　をさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　レイヤ３ルーターで用いられるエネルギーイルミネーティッド関数を提供するステップ
　をさらに含む請求項１に記載の方法。
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